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Ｐ
Ｓ
Ｂ
議
員
受
け
入
れ
巡
り

レ
は
抑
制
さ
れ
、
金
利
は
下

が
っ
た
し
、
雇
用
増
は
経
済

活
動
が
活
性
化
し
て
い
る
証

拠
」
と
喜
ん
だ
。

　

だ
が
、
直
近
１
２
カ

月
間
の
累
積
は
ま
だ

５
４
万
４
６
５
８
人
分
の
雇

用
喪
失
だ
か
ら
、
手
放
し
で

喜
べ
る
状
態
で
は
な
い
。
例

年
の
雇
用
の
ピ
ー
ク
は
、
歳

末
商
戦
に
向
け
た
商
品
生
産

が
盛
ん
に
な
る
９
〜
１
０
月

だ
か
ら
、
雇
用
創
出
は
ま
だ

続
く
見
込
み
だ
が
、
１
２
月

は
歳
末
商
戦
用
の
商
品
生
産

も
止
ま
り
、
歳
末
商
戦
で
戦

力
を
必
要
と
し
て
い
た
商
業

界
も
従
業
員
を
解
雇
す
る
傾

向
が
あ
り
、
年
末
時
点
の
雇

用
総
数
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

か
否
か
の
予
想
は
困
難
だ
。

　

市
場
関
係
者
は
、
現
在
の

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
が
、
民
主
運
動
党
（
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
や
政
府
の
行
動
に
不
快
感
を
示
し
た
上
、
下
院
に
送
付
さ
れ
た
２
度
目

の
告
発
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
予
定
だ
っ
た
２
２
日
に
、
顧
問
弁
護
士
が
降
板
を
表

明
す
る
な
ど
、テ
メ
ル
大
統
領
周
辺
が
慌
し
く
な
っ
て
い
る
と
、２
２
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

具
体
名
入
り
で
批
判
し
た
。

　

事
の
発
端
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
に

移
ろ
う
と
し
て
い
た
ブ
ラ
ジ

ル
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
の
不

満
分
子
の
連
邦
議
員
を
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ｂ
が
引
き
抜
こ
う
と
し
て

い
る
こ
と
だ
。
国
家
統
括
相

だ
っ
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ベ

ゼ
ー
ラ
・
コ
エ
ー
リ
ョ
上
議

は
２
週
間
前
入
党
し
、
別
の

６
人
の
下
議
と
は
接
触
中
だ

と
い
う
。
マ
イ
ア
氏
は
か
ね

て
か
ら
、
こ
の
件
で
テ
メ
ル

氏
を
牽
制
し
て
い
た
。

　

他
方
、
マ
イ
ア
氏
自
身
、

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
だ
が
ジ
ウ
マ
前
大

統
領
支
持
派
の
カ
チ
ア
・
ア

ブ
レ
ウ
元
農
相
や
、
社
会
保

障
制
度
改
革
に
反
対
し
た
り

し
て
い
る
反
乱
分
子
ら
と
会

食
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
と
大
統
領

選
で
の
争
奪
戦
が
噂
さ
れ
て

い
る
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖

市
長
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
）
と
会
う
な
ど
、
気
に

な
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
回
目
の
告
発
で

反
対
票
を
投
じ
て
テ
メ
ル
氏

を
助
け
た
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）

や
社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）、

　

２
２
日
付
ア
ゴ
ラ
紙
に
よ

る
と
、
聖
市
の
北
部
や
南
部

で
、
夜
に
な
る
と
水
道
の
水

の
出
が
悪
く
な
る
地
域
が
出

て
き
て
い
る
と
い
う
。
聖
州

主
要
６
大
水
系
で
は
、
９
月

に
入
っ
て
か
ら
の
降
水
量
が

１
０
ミ
リ
を
超
え
た
と
こ
ろ

が
な
く
、
水
不
足
を
心
配
し

ブ
ラ
ジ
ル
労
働
党（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
）

と
い
っ
た
セ
ン
ト
ロ
ン
系
の

党
が
、
半
数
の
下
議
が
投
票

時
に
謀
反
を
起
こ
し
た
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
イ
ン

バ
サ
イ
氏
が
大
統
領
府
で
権

力
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と

に
不
満
を
覚
え
て
お
り
、
反

乱
の
火
種
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

更
に
追
い
討
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
２
２
日
、
こ
れ
ま

で
テ
メ
ル
大
統
領
の
弁
護
を

務
め
て
き
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ク
ラ
ウ
ジ
オ
・
マ
リ
ス
氏
が

弁
護
降
板
を
発
表
し
た
。
マ

リ
ス
氏
は
、
今
回
の
テ
メ
ル

氏
告
発
の
資
料
の
一
部
と
も

な
っ
た
報
奨
付
供
述
を
行
っ

た
ル
シ
オ
・
フ
ナ
ロ
被
告
の

弁
護
人
を
務
め
て
い
た
こ
と

が
あ
り
、
倫
理
的
に
続
投
困

マ
イ
ア
と
の
関
係
に
暗
雲
が

景
気
回
復
の
動
き
は
緩
や
か

で
、
工
業
や
商
業
の
回
復
同

様
、
雇
用
の
回
復
も
緩
や
か

と
の
見
方
で
一
致
し
て
い
る

よ
う
だ
。

　

８
月
の
場
合
、
雇
用
創

出
が
起
き
た
の
は
、
サ
ー

ビ
ス
業
の
２
万
３
２
９
９

人
を
筆
頭
に
、
製
造
業

１
万
２
８
７
３
人
、
商
業

１
万
７
２
１
人
、
建
築
業

１
０
１
７
人
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
逆
に
雇
用

が
減
っ
た
の
は
、
農
牧
業

１
万
２
４
１
２
人
、
公
共
利

用
向
け
の
工
業
サ
ー
ビ
ス

４
３
４
人
、
鉱
業
１
３
５
人

な
ど
だ
。

用
創
出
と
な
っ
た
。

　

昨

年

同

期

は

６
５
万
１
２
０
０
人
分
の
雇

用
喪
失
だ
っ
た
か
ら
、
状

況
は
か
な
り
改
善
し
て
い

る
。
８
月
は
５
カ
月
連
続

の
雇
用
創
出
と
な
っ
た
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
聞
い
た
エ

ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
ー
レ
ス
財

相
は
、「
伯
国
経
済
は
回
復

に
向
か
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ

　

労
務
省
が
２
１
日
に
発

表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

８
月
は
正
規
雇
用
者
数
が

３
万
５
４
５
７
人
分
増
え
、

５
カ
月
連
続
の
雇
用
拡
大
と

な
っ
た
と
２
１
、２
２
日
付

伯
字
紙
、サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
省
が
全
就
労
・
失
業
者

台
帳
（
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
ｄ
）
を
基

に
集
計
し
た
結
果
、
労
働
市

場
で
は
今
年
、
１
月
と
３

月
以
外
は
採
用
が
解
雇
を

上
回
る
状
態
が
続
い
て
お

り
、
１
〜
８
月
の
累
積
で
は

１
６
万
３
４
１
７
人
分
の
雇

８
月
は
３
万
５
４
５
７
人
増
加

ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
で
の
混
乱
続
く

１
２
カ
月
間
で
は
ま
だ
マ
イ
ナ
ス

　

地
域
別
の
雇
用
状
況
を

見
る
と
、
８
月
は
、
今
年

初
め
て
、
全
て
の
地
域
で

雇
用
増
を
記
録
し
た
。
最

も
増
え
た
の
は
北
東
部
の

１
万
９
９
６
４
人
で
、
収
穫

期
に
合
わ
せ
た
労
働
力
の

増
加
と
商
業
界
の
雇
用
創
出

が
重
な
っ
た
と
思
わ
れ
て
い

る
。

　

州
別
で
は
、
聖
州
で

１
万
７
３
２
０
人
、
サ
ン

タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
で
も

６
１
３
０
人
な
ど
、
１
９
州

で
雇
用
創
出
が
起
き
た
。

　

な
お
、
雇
用
状
況
が
改
善

し
始
め
、
新
規
雇
用
者
の
給

与
は
イ
ン
フ
レ
率
以
上
に
上

が
っ
た
と
い
う
が
、
８
月
の

新
規
雇
用
者
の
平
均
給
与
は

月
額
１
４
９
５
レ
ア
ル
で
、

同
月
に
解
雇
さ
れ
た
労
働
者

の
平
均
給
与
の
１
７
０
９
レ

ア
ル
を
下
回
っ
て
い
る
。

エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス
タ
氏
ら

が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
な
ど

で
、
告
発
の
勢
い
は
落
ち
た

と
見
ら
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
こ
こ
に
来
て
、
不

穏
な
空
気
が
立
ち
上
が
り
つ

つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
ま

で
テ
メ
ル
大
統
領
に
忠
誠
を

尽
く
し
て
き
た
マ
イ
ア
下
院

議
長
が
テ
メ
ル
大
統
領
の
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
に
対
す
る
不
満
を
表

明
し
た
か
ら
だ
。

　

マ
イ
ア
議
長
は
２
０
日
、

チ
リ
大
使
館
で
の
イ
ベ
ン
ト

後
、「
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
が
連
立
与

党
の
背
中
に
ナ
イ
フ
を
突
き

付
け
て
い
る
」
と
発
言
し
、

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
党
首
の
ロ
メ
ロ
・

ジ
ュ
カ
ー
氏
や
エ
リ
ゼ
ウ
・

パ
ジ
ー
リ
ャ
官
房
長
官
ら
の

雇用に関する統計について発表する労務省統計課のマリ
オ・マガリャンエス氏（José Cruz/Agência Brasil）

１
８
日
の
テ
メ
ル
大
統
領
と
マ
イ
ア
下
院
議

長
（M

arcos Corrêa/PR

）

担
当
弁
護
士
も
降
板
を
発
表

リ オ

難
と
判
断
し
た
と
い
う
。

　

マ
リ
ス
氏
は
自
分
に
代
わ

る
弁
護
士
を
推
薦
す
る
と
同

時
に
、
公
式
な
立
場
で
の
弁

護
は
行
わ
な
い
が
、
テ
メ
ル

氏
は
友
人
と
の
理
由
で
、
法

律
上
の
相
談
に
は
応
じ
る
意

向
を
表
明
し
て
い
る
。

て
い
る
人
も
い
る
よ
う
だ
。

現
在
の
貯
水
量
は
、
カ
ン
タ

レ
イ
ラ
水
系
が
「
未
開
の
水

域
」
抜
き
で
５
３
％
、
ア
ウ

ト
チ
エ
テ
は
５
１
％
、
グ
ア

ラ
ピ
ラ
ン
ガ
は
６
１
％
で
、

他
は
８
０
％
以
上
だ
か
ら
、

ま
だ
水
不
足
を
心
配
す
る
水

位
で
は
な
い
し
、
こ
の
春
夏

は
エ
ル
・
ニ
ー
ニ
ョ
な
ど
の

異
常
気
象
を
呼
び
込
む
要
素

も
な
い
と
の
こ
と
。
む
し
ろ

大
事
な
の
は
、
現
在
伯
国
を

覆
っ
て
い
る
熱
帯
高
気
圧
が

崩
れ
て
去
っ
た
後
に
ど
う
な

る
か
。
天
候
が
ま
と
も
で
あ

る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

６
日
か
ら
試
験
状
態
で
は

あ
る
が
、
聖
市
地
下
鉄
５
号

線
に
３
駅
が
開
通
。
こ
の
後

も
２
０
１
８
年
い
っ
ぱ
い
ま

で
に
７
駅
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
で
賑
わ
い
が
予
想
さ
れ
る

同
路
線
だ
が
、
２
２
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
に
よ
る
と
、
開

通
し
た
ば
か
り
の
駅
の
ひ
と

つ
、
ア
ウ
ト
・
デ
・
ピ
ニ
ェ

イ
ロ
ス
付
近
で
最
近
、
車
強

盗
や
窃
盗
が
増
え
、
さ
ら
に

麻
薬
の
売
人
の
行
き
来
も
見

ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
か
ら

地
下
鉄
の
利
用
者
な
ど
の
増

加
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ

け
に
、
早
め
の
対
策
を
願
い

た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

明
日
２
４
日
（
日
）
は
聖

市
モ
ル
ン
ビ
・
ス
タ
ジ
ア
ム

で
、
サ
ッ
カ
ー
全
国
選
手

権
の
ク
ラ
シ
コ
（
伝
統
カ
ー

ド
）、
サ
ン
パ
ウ
ロ
対
コ
リ

ン
チ
ャ
ン
ス
の
一
戦
が
行
わ

れ
る
。
今
年
の
こ
の
カ
ー
ド

は
、
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
が
首

位
を
独
走
す
る
一
方
で
サ
ン

パ
ウ
ロ
は
２
部
降
格
圏
内
で

青
息
吐
息
の
状
態
と
、
寂
し

い
と
こ
ろ
だ
が
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
が
本
拠
地
で
一
泡
ふ
か
せ

ら
れ
る
か
が
見
所
。
試
合
開

始
は
午
前
１
１
時
か
ら
だ
。

　

大
統
領
府
が
現
在
、
夏
時

間
を
継
続
し
て
採
用
す
る
か

否
か
を
検
討
し
て
お
り
、
近

日
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
可
能
性
も
出
て
い
る
と

２
１
、２
２
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

夏
時
間
は
１
９
３
１
年
に

試
験
採
用
さ
れ
、
１
９
８
５

年
か
ら
は
毎
年
採
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
導
入
当
時
は
、
電

力
使
用
量
の
ピ
ー
ク
が
午
後

５
時
〜
８
時
だ
っ
た
た
め
、

時
計
を
１
時
間
早
め
る
事
で

街
灯
の
点
灯
時
間
を
遅
ら
せ

る
な
ど
、
ピ
ー
ク
時
の
発
電

能
力
不
足
を
避
け
ら
れ
る
と

い
う
利
点
が
あ
っ
た
が
、
現

在
の
ピ
ー
ク
は
午
後
２
時
か

ら
３
時
と
事
情
が
変
化
。
夏

時
間
採
用
の
有
効
性
が
疑
問

視
さ
れ
て
い
た
。

　

２
０
１
６
年
の
場
合
、
熱

時
間
採
用
期
間
は
１
２
６
日

間
で
、
１
億
５
９
５
０
万
レ

ア
ル
の
節
約
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
鉱
動
省
が

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
地

球
温
暖
化
な
ど
も
あ
り
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
を
利
用
す
る
人

が
増
え
、
多
く
の
場
合
、
ま

だ
明
る
い
か
否
か
よ
り
も
、

暑
い
か
否
か
が
電
力
消
費
量

を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
事
が
判
明
。
夏
時
間
採

用
に
よ
る
節
約
効
果
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
を
受
け
、
同
省
が
夏

時
間
採
用
を
継
続
す
る
か
否

か
の
判
断
を
大
統
領
府
に
委

ね
る
事
を
決
め
た
た
め
、
来

週
中
に
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
事
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、
今
年
の
夏
時

間
は
１
０
月
１
５
日
に
始
ま

り
、
来
年
の
２
月
１
７
日
で

終
わ
る
予
定
だ
。
現
時
点
で

夏
時
間
が
採
用
さ
れ
る
予
定

な
の
は
、
連
邦
直
轄
区
と
、

ゴ
イ
ア
ス
州
、
マ
ッ
ト
・
グ

ロ
ッ
ソ
州
、
南
マ
ッ
ト
・
グ

ロ
ッ
ソ
州
、サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、

ミ
ナ
ス
州
、
リ
オ
州
、
エ
ス

ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
、
パ
ラ
ナ

州
、サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
、

リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス

ル
州
の
１
０
州
だ
。

　
【
既
報
関
連
】
リ
オ
市
南

部
の
ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
地
区
で

の
麻
薬
密
売
者
た
ち
の
抗
争

が
収
ま
ら
ず
、
２
２
日
、
混

乱
解
決
の
た
め
に
陸
軍
兵

７
０
０
人
が
動
員
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
２
２
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
７
日
に
始
ま
っ
た
銃
撃

戦
は
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
を
支

配
し
て
い
た
麻
薬
密
売
組
織

「
ア
ミ
ー
ゴ
ス
・
ド
ス
・
ア

ミ
ー
ゴ
ス
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）」
元

首
領
で
連
邦
刑
務
所
に
収
監

中
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ロ
ペ
ス
（
通
称
ネ

ン
）
と
そ
の
妻
を
支
持
す
る

グ
ル
ー
プ
が
、
同
地
区
に
侵

入
し
、
現
在
同
地
区
を
支
配

し
て
い
る
、
元
部
下
で
後
継

者
の
ロ
ジ
ェ
リ
オ
・
ダ
・
シ

ウ
ヴ
ァ
を
支
持
す
る
グ
ル
ー

プ
と
の
内
部
抗
争
を
起
こ
し

た
こ
と
が
原
因
だ
。

　

リ
オ
市
で
は
１
８
日
か
ら

連
日
、軍
警
特
別
機
動
隊（
Ｂ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
）
と
市
警
に
よ
る
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て

お
り
、
麻
薬
組
織
の
拠
点
に

入
り
込
ん
だ
警
官
が
、
銃
や

爆
薬
、
大
麻
や
コ
カ
イ
ン
の

押
収
を
行
っ
て
い
る
。だ
が
、

Ａ
Ｄ
Ａ
構
成
員
ら
は
逮
捕
で

き
て
お
ら
ず
、
犯
罪
者
同
士

や
犯
罪
者
と
警
官
と
の
間
の

銃
撃
戦
が
別
の
地
区
に
も
広

が
り
、
民
間
人
の
死
傷
者
も

出
て
い
る
。

　

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ペ
ゾ
ン

州
知
事
は
２
０
日
、
ロ
ッ

シ
ー
ニ
ャ
外
の
Ａ
Ｄ
Ａ
構
成

員
が
ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
侵
入
を

試
み
よ
う
と
し
て
い
る
と
の

情
報
を
得
て
い
た
が
、
大
量

の
死
傷
者
が
出
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
侵
入
阻
止
を
と
ど

め
た
こ
と
と
、
軍
の
導
入
は

不
要
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

だ
が
、
抗
争
は
激
し
さ
を

増
し
、
２
２
日
朝
は
、
ロ
ッ

シ
ー
ニ
ャ
付
近
で
通
行
中
の

バ
ス
に
銃
弾
が
打
ち
込
ま
れ

る
事
態
が
発
生
。
ロ
ッ
シ
ー

ニ
ャ
以
外
で
も
、
マ
レ
ー
や

ア
レ
モ
ン
な
ど
の
７
地
区
で

銃
撃
戦
が
起
き
た
。
ロ
ッ

シ
ー
ニ
ャ
な
ど
で
は
学
校
が

休
校
と
な
り
、
商
業
活
動
も

停
止
。
外
出
も
し
な
い
よ
う

勧
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ぺ
ゾ
ン
知
事
は
こ
の
状
態

を
沈
静
化
さ
せ
る
目
的
で
、

ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
国

防
相
に
、
陸
軍
兵
の
派
遣
を

要
請
し
た
。
同
防
相
は
こ
れ

を
了
承
し
、
２
２
日
午
後
、

ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
を
包
囲
し
、

同
地
区
の
警
備
を
行
う
た
め

に
陸
軍
兵
約
７
０
０
人
の
動

員
を
許
可
し
た
。

　

伯
字
紙
に
よ
る
と
、
こ
う

し
た
派
兵
の
場
合
、
陸
軍
兵

は
１
万
人
ま
で
増
員
が
可
能

だ
と
い
う
。
ラ
ケ
ル
・
ド
ッ

ジ
検
察
庁
長
官
は
同
日
、
国

防
相
と
の
会
談
時
に
、
複
数

の
機
関
の
人
員
を
投
じ
て
対

策
を
と
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

聖
市
地
下
鉄
ル
ス
駅
か
ら

ク
ン
ビ
ッ
カ
空
港
ま
で
を
結

ぶ
高
速
電
車
が
、
早
け
れ
ば

来
年
４
月
に
も
登
場
す
る
見

込
み
と
、
２
０
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
来
年
４
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ

１
３
号
線
の
開
通
に
よ
っ
て

実
現
す
る
。
こ
の
線
は
１
２

号
線
の
エ
ン
ジ
ェ
ニ
ェ
イ

ロ
・
グ
ラ
ー
ル
駅
か
ら
同
空

港
ま
で
を
つ
な
ぐ
が
、
１
２

号
線
そ
の
も
の
が
ル
ス
の
一

駅
先
の
ブ
ラ
ス
駅
か
ら
は
じ

ま
る
の
で
、
実
質
ル
ス
か
ら

乗
り
継
げ
ば
同
空
港
に
は
行

け
る
こ
と
に
は
な
る
。

　

聖
州
の
予
定
と
し
て
は
、

こ
の
高
速
電
車
は
、
ル
ス
駅

か
ら
空
港
駅
ま
で
乗
り
換
え

な
し
の
ノ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で

走
る
た
め
、
実
現
す
れ
ば
、

乗
り
継
げ
ば
５
２
分
か
か
る

と
こ
ろ
が
、
３
５
分
で
行
け

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
本
数
は
１
日
８

本
（
片
道
４
本
）
と
限
定
さ

れ
、ル
ス
方
面
行
き
は
８
時
、

１
０
時
、
１
２
時
、
２
２

時
、
ク
ン
ビ
ッ
カ
方
面
行
き

は
９
時
、
１
１
時
、
１
３
時
、

２
１
時
の
各
４
本
だ
。
運
賃

は
５
〜
１
０
レ
ア
ル
ほ
ど
に

な
る
と
い
う
。

　

エ
ン
ジ
ェ
ニ
ェ
イ
ロ
・
グ

ラ
ー
ル
駅
か
ら
空
港
駅
ま
で

は
１
３
号
線
だ
け
を
使
う
列

車
も
運
行
さ
れ
る
予
定
で
、

こ
ち
ら
は
午
前
４
時
か
ら
午

後
１
２
時
ま
で
の
時
間
帯
に

１
２
分
間
隔
で
運
行
。
料
金

は
他
の
線
と
同
じ
３
・
８
０

レ
ア
ル
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
空
港
駅
か
ら
空

港
内
の
各
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で

は
歩
く
と
そ
れ
な
り
の
距
離

が
あ
る
と
い
い
、
そ
こ
に
た

ど
り
つ
く
た
め
の
専
用
バ
ス

に
乗
る
必
要
が
生
じ
る
と
い

う
。

外国為替市況
中銀サイトより

9月22日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.1266  R$
買　3.1259  R$

円相場
売　0.0279  R$
買　0.0279  R$

安心できない２度目の告発
　

テ
メ
ル
大
統
領
に
対
す
る

連
邦
検
察
庁
か
ら
の
２
度
目

の
告
発
は
、
２
０
、２
１
日

に
行
わ
れ
た
最
高
裁
で
の
審

理
で
、
下
院
に
回
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
り
、
２
１
日
の
内

夏
時
間
継
続
の
是
非
を
問
う

近
日
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

陸
軍
兵
７
０
０
人
の
動
員
決
定

テメル雇
用
が
５
カ
月
連
続
で
拡
大

（２）２０１７年 第４８４５号 ９月 ２３日 （土曜日）

ル
ス
駅
か
ら
直
行
高
速
電
車
？

来
年
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
１
３
号
線
開
通
で

クンビッカ空港

に
下
院
に
送
付

さ
れ
た
。
こ
の

起
訴
状
は
２
２

日
に
朗
読
さ
れ

る
は
ず
だ
っ
た

が
、
同
日
は
定

足
数
が
不
足
し
、

朗
読
は
来
週
に

延
期
さ
れ
た
。

　

当
初
は
、
下

院
に
起
訴
状
が

回
さ
れ
て
も
、

大
統
領
の
残
り

任
期
が
短
い
こ

と
や
、
テ
メ
ル

氏
を
告
発
に
追

い
込
ん
だ
ジ
ョ



　

１
６
１
５
（
元げ

ん

和な

元が
ん

）
年ね

ん

１
０
月が

つ

２
９
日に

ち

、
日に

本ほ
ん

で
は
大お

お

坂さ
か

夏な
つ

の
陣じ

ん

で
大お

お

阪さ
か

城じ
ょ
うが
落ら

く

城じ
ょ
うし
た
年と

し

。
ロ
ー
マ
で
は
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

が
送お

く
っ
た
使し

節せ
つ

・
支は

せ

倉く
ら

常つ
ね

長な
が

一い
っ

行こ
う

の
入

に
ゅ
う

市し

式し
き

が
行お

こ
なわ
れ
た
。
一い

っ

行こ
う

が
仙せ

ん

台だ
い

藩は
ん

の
月つ

き

浦う
ら

港こ
う

を
出で

て
か
ら
、
太た

い

平へ
い

洋よ
う

を
横お

う

断だ
ん

し
て

メ
キ
シ
コ
に
着つ

き
、
さ
ら
に
大た

い

西せ
い

洋よ
う

を
渡わ

た

っ
て
ス
ペ
イ
ン
か
ら

ロ
ー
マ
に
辿た

ど

り
着つ

く
ま
で
に
、
ち
ょ
う
ど
２
年ね

ん

と
１
日に

ち

を
要よ

う

し

て
い
た
。

　

地ち

球き
ゅ
うの
は
る
か
裏う

ら

側が
わ

か
ら
来き

た
使し

節せ
つ

団だ
ん

を
一ひ

と

目め

見み

よ
う
と
、

道み
ち

筋す
じ

に
は
あ
ら
ゆ
る
階か

い

層そ
う

の
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うが
集あ

つ

ま
り
、
建た

て

物も
の

の
窓ま

ど

辺べ

に
は
着き

飾か
ざ
っ
た
貴き

婦ふ

人じ
ん

た
ち
が
並な

ら

ん
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
素す

晴ば

ら
し
い
見み

世せ

物も
の

に
な
っ
た
。

　

使し

節せ
つ

団だ
ん

の
行こ

う

進し
ん

は
、
近こ

の

衛え

騎き

兵へ
い

隊た
い

５
０
騎き

、
ロ
ー
マ
・
フ

ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
の
大た

い

使し

や
貴き

族ぞ
く

た
ち
、
騎き

士し

た
ち
か
ら
な

る
豪ご

う

勢せ
い

な
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
。
続つ

づ

い
て
、
日に

本ほ
ん

の
武ぶ

士し

た
ち

が
大だ

い

小し
ょ
うの
刀か

た
なを
差さ

し
て
歩あ

る

い
た
。

　

や
が
て
使し

節せ
つ

の
支は

せ

倉く
ら

常つ
ね

長な
が

が
、
ロ
ー
マ
教

き
ょ
う

皇こ
う

の
甥お

い

と
並な

ら

ん

で
、
騎き

乗じ
ょ
うし
て
現あ

ら
わ
れ
た
。
両

り
ょ
う

側が
わ

は
矛ほ

こ

や
槍や

り

を
も
っ
た
教

き
ょ
う

皇こ
う

の
ス

イ
ス
人じ

ん

衛え
い

兵へ
い

に
守ま

も

ら
れ
て
い
た
。
支は

せ

倉く
ら

は
白し

ら

地じ

の
和わ

服ふ
く

に
動ど

う

物ぶ
つ

や
鳥と

り

や
草く

さ

花ば
な

の
図ず

柄が
ら

が
金き

ん

銀ぎ
ん

の
糸い

と

で
刺し

し
ゅ
う
さ
れ
た
豪ご

う

華か

な
衣い

装し
ょ
うで
人ひ

と

々び
と

の
目め

を
奪う

ば

っ
た
。
頭あ

た
まに
は
ロ
ー
マ
風ふ

う

の
帽ぼ

う

子し

を

被か
ぶ

っ
て
い
た
が
、
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うの
歓か

ん

呼こ

に
応こ

た

え
て
、
そ
の
帽ぼ

う

子し

を
と
っ

て
楽た

の

し
気げ

に
挨あ

い

拶さ
つ

を
し
た
。

伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

が
ス
ペ
イ
ン
国こ

く

王お
う

と
ロ
ー
マ
教き

ょ
う

皇こ
う

に
送お

く

っ
た
使し

節せ
つ

２０１７年
ねん

８月
がつ

２７日
にち

版
ばん

　
一い

っ

行こ
う

が
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
大だ

い

聖せ
い

堂ど
う

前ま
え

の
広ひ

ろ

場ば

を
堂ど

う

々ど
う

と
進す

す

む

と
、
教

き
ょ
う

皇こ
う

は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
宮

き
ゅ
う

殿で
ん

の
窓ま

ど

越ご

し
に
こ
れ
を
見み

て
、
何な

ん

と
素す

晴ば

ら
し
い
も
の
か
と
、
繰く

り
返か

え

し
喜よ

ろ
こ
び
の
情じ

ょ
うを
示し

め

し
、
天て

ん

を
仰あ

お

い
で
、
は
る
ば
る
遠と

お

く
異い

教き
ょ
う

徒と

の
国く

に

か
ら
神か

み

の
お
導み

ち
び
き

で
や
っ
て
来き

た
こ
と
を
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
。

　

実じ
つ

は
、
こ
の
４
日か

前ま
え

の
夕ゆ

う

刻こ
く

、
一い

っ

行こ
う

が
ロ
ー
マ
に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た

際さ
い

に
、
教

き
ょ
う

皇こ
う

の
使し

者し
ゃ

が
待ま

ち
構か

ま

え
て
い
て
、
常つ

ね

長な
が

は
す
ぐ
に
呼よ

び
出だ

さ
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
教

き
ょ
う

皇こ
う

は
一い

っ

行こ
う

の
到と

う

着ち
ゃ
くを
待ま

ち
焦こ

が

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

常つ
ね

長な
が

一い
っ

行こ
う

を
乗の

せ
た
使し

節せ
つ

船せ
ん

が
、
仙せ

ん

台だ
い

の
東と

う

北ほ
く

東と
う

約や
く

７
０

キ
ロ
、
石

い
し
の

巻ま
き

湾わ
ん

に
面め

ん

す
る
月つ

き

浦う
ら

港こ
う

を
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
た
の
は
、
ほ
ぼ

２
年ね

ん

前ま
え

の
こ
と
だ
っ
た
。
藩は

ん

主し
ゅ

・
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

が
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

の

後う
し

ろ
盾だ

て

を
得え

て
、
自み

ず
か
ら
船ふ

ね

を
造つ

く

り
、
大お

お

勢ぜ
い

の
商

し
ょ
う

人に
ん

や
荷に

物も
つ

を

積つ

み
込こ

ま
せ
て
送お

く

り
出だ

し
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
主し

ゅ

た
る
狙ね

ら

い
は
メ
キ
シ
コ
と
の
交こ

う

易え
き

で
あ
っ
た
。
家い

え

康や
す

は
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
総そ

う

督と
く

と
書し

ょ

簡か
ん

を
交こ

う

換か
ん

し
て
お
り
、
メ
キ

シ
コ
と
の
通つ

う

商し
ょ
うの
た
め
に
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
関か

ん

係け
い

を
保た

も

と
う
と

し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うは
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
禁き

ん

じ
つ
つ
も
、
貿ぼ

う

易え
き

は
続つ

づ

け
た
い
と
考か

ん
が
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

１
５
８
８
年ね

ん

に
ス
ペ
イ
ン
の
無む

敵て
き

艦か
ん

隊た
い

が
英え

い

国こ
く

艦か
ん

隊た
い

に
破や

ぶ

れ
、
１
６
０
０
年ね

ん

頃ご
ろ

に
オ
ラ
ン
ダ
北ほ

く

部ぶ

７
州し

ゅ
う
が
ス
ペ
イ
ン
統と

う

治ち

か
ら
実じ

っ

質し
つ

的て
き

に
独ど

く

立り
つ

す
る
と
、
ア
ジ
ア
の
海う

み

に
お
い
て
も
英え

い

蘭ら
ん

が
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
覇は

権け
ん

に
挑い

ど

ん
で
い
た
。
家い

え

康や
す

は
貿ぼ

う

易え
き

の
相あ

い

手て

国こ
く

と
し
て
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

か
ら
の
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
と
、
新し

ん

興こ
う

の
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
と
両

り
ょ
う

天て
ん

秤び
ん

に
か
け
て

い
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
同お

な

じ
国こ

く

王お
う

の
下も

と

に
あ
っ

た
が
、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

間か
ん

に
も
内な

い

部ぶ

抗こ
う

争そ
う

が
あ
っ
た
。
従

じ
ゅ
う

来ら
い

は
ポ
ル
ト

ガ
ル
系け

い

の
イ
エ
ズ
ス
会か

い

が
日に

本ほ
ん

で
の
独ど

く

占せ
ん

的て
き

な
布ふ

教き
ょ
うを
許ゆ

る

さ
れ

て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

布ふ

教き
ょ
うと
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

を
並へ

い

行こ
う

し
て
進す

す

め

る
一い

っ

派ぱ

で
、
わ
が
国く

に

で
は
西さ

い

国ご
く

大だ
い

名み
ょ
うに
取と

り
入い

っ
て
勢せ

い

力り
ょ
くを
伸の

ば
し
た
。
そ
の
脅

き
ょ
う

威い

を
感か

ん

じ
た
信の

ぶ

長な
が

、
秀ひ

で

吉よ
し

、
家い

え

康や
す

が
キ
リ

シ
タ
ン
禁き

ん

制せ
い

を
進す

す

め
た
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会か

い

の
活か

つ

動ど
う

に
対た

い

し
て

３
．
国こ

く

内な
い

で
作つ

く

り
上あ

げ
た

　
　
「
黒く

ろ

船ふ
ね

」

だ
っ
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
ス
ペ
イ
ン
系け

い

の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会か

い

は
、
１
６
０
０
年ね

ん

に
ロ
ー
マ
教

き
ょ
う

皇こ
う

が
イ
エ
ズ
ス
会か

い

以い

外が
い

の
宗

し
ゅ
う

派は

に
も
日に

本ほ
ん

布ふ

教
き
ょ
う

も
容よ

う

認に
ん

す
る
勅

ち
ょ
く

書し
ょ

を
発は

っ

し
て
か
ら
、
日に

本ほ
ん

に
進し

ん

出し
ゅ
つを
始は

じ

め
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会か

い

は
イ
エ
ズ
ス
会か

い

よ
り
は
は
る
か
に
大お

お

き
く
、

ま
た
活か

つ

動ど
う

の
軸じ

く

を
布ふ

教き
ょ
うと
貿ぼ

う

易え
き

と
し
て
い
て
、
安あ

ん

全ぜ
ん

な
存そ

ん

在ざ
い

だ
っ
た
。

　

１
６
０
３
年ね

ん

に
来ら

い

日に
ち

し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会か

い

の
宣せ

ん

教き
ょ
う

師し

ル

イ
ス
・
ソ
テ
ロ
は
、
４
ヶ
月げ

つ

で
日に

本ほ
ん

語ご

を
習

し
ゅ
う

得と
く

し
、
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

に
近ち

か

づ
き
、
遣け

ん

欧お
う

使し

節せ
つ

の
一ひ

と

人り

と
な
っ
た
。

　
こ
の
４
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
メ
キ
シ
コ
を
結む

す

ぶ

太た
い

平へ
い

洋よ
う

横お
う

断だ
ん

の
航こ

う

路ろ

が
発は

っ

見け
ん

さ
れ
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

黒く
ろ

潮し
お

に
乗の

っ
て
北ほ

く

上じ
ょ
うし
、
日に

本ほ
ん

近き
ん

海か
い

で
東ひ

が
しに
吹ふ

く
貿ぼ

う

易え
き

風ふ
う

に
乗の

り
、
一い

っ

気き

に
太た

い

平へ
い

洋よ
う

を
横お

う

断だ
ん

し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
北ほ

く

部ぶ

に

着つ

き
、
そ
こ
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
海か

い

流り
ゅ
うに
乗の

っ
て
ア
カ
プ
ル

コ
ま
で
南な

ん

下か

す
る
。
帰か

え

り
は
ア
カ
プ
ル
コ
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
ま

で
直

ち
ょ
っ

行こ
う

す
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
船せ

ん

が
こ
の
航こ

う

路ろ

を
活か

つ

用よ
う

す
れ
ば
、
仙せ

ん

台だ
い

藩は
ん

は
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
メ
キ
シ
コ
を
結む

す

ぶ
交こ

う

易え
き

の
中

ち
ゅ
う

継け
い

点て
ん

と
な
り
、
今い

ま

ま
で

西さ
い

国ご
く

が
独ど

く

占せ
ん

し
て
い
た
南な

ん

蛮ば
ん

貿ぼ
う

易え
き

に
進し

ん

出し
ゅ
つで
き
る
こ
と
と
な

る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会か

い

と
結む

す

ん
で
メ
キ
シ
コ
貿ぼ

う

易え
き

に
加く

わ

わ
る
こ

と
は
、
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

に
と
っ
て
魅み

力り
ょ
く

的て
き

な
経け

い

済ざ
い

振し
ん

興こ
う

策さ
く

で
あ
っ

た
。

　

驚お
ど
ろ
く
べ
き
点て

ん

は
、
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

が
メ
キ
シ
コ
に
向む

か
う
大お

お

船ぶ
ね

を

国こ
く

内な
い

で
作つ

く

り
上あ

げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
国こ

く

内な
い

の
造ぞ

う

船せ
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つは
高た

か

く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
タ
イ
へ
向む

か
う
朱し

ゅ

印い
ん

船せ
ん

で
は

４
０
０
人に

ん

も
乗の

れ
る
船ふ

ね

が
あ
っ
た
。そ
の
造ぞ

う

船せ
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つを
使つ

か
っ
て
、

政ま
さ

宗む
ね

は
ス
ペ
イ
ン
人じ

ん

の
指し

導ど
う

は
受う

け
つ
つ
も
、
自じ

力り
き

で
太た

い

平へ
い

洋よ
う

横お
う

断だ
ん

可か

能の
う

な
大お

お

船ぶ
ね

を
建け

ん

造ぞ
う

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

政ま
さ

宗む
ね

か
ら
は「
黒く

ろ

船ふ
ね

」、ス
ペ
イ
ン
側が

わ

か
ら
は「
サ
ン・フ
ァ
ン・

バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
」
号ご

う

と
呼よ

ば
れ
た
こ
の
船ふ

ね

は
、
二に

本ほ
ん

の
高た

か

い
マ

ス
ト
に
横よ

こ

帆ほ

が
は
た
め
く
西せ

い

洋よ
う

風ふ
う

の
船ふ

ね

で
、
船せ

ん

体た
い

５
０
０
ト

ン
、長な

が

さ
３
５
メ
ー
ト
ル
、幅は

ば

１
０
．
８
メ
ー
ト
ル
と
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
遠え

ん

洋よ
う

航こ
う

海か
い

船せ
ん

と
比く

ら

べ
て
も
立り

っ

派ぱ

な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

船ふ
ね

は
二に

度ど

も
太た

い

平へ
い

洋よ
う

を
往お

う

復ふ
く

し
、
最さ

い

後ご

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
ス
ペ

イ
ン
艦か

ん

隊た
い

に
売う

ら
れ
た
ほ
ど
の
頑が

ん

丈じ
ょ
うな
造つ

く

り
で
あ
っ
た
。

　
メ
キ
シ
コ
ま
で
使し

節せ
つ

を
派は

遣け
ん

す
る
に
し
て
も
、
使し

節せ
つ

を
ス
ペ

イ
ン
の
船ふ

ね

に
同ど

う

乗じ
ょ
うさ
せ
て
貰も

ら

っ
た
方ほ

う

が
は
る
か
に
容よ

う

易い

な
は
ず

だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ
自じ

国こ
く

で
造つ

く

っ
た
船ふ

ね

で
メ
キ
シ
コ
ま
で
赴お

も
む
く
、

１
．
ロ
ー
マ
で
の
日に

本ほ
ん

武ぶ

士し

た
ち
の
行こ

う

進し
ん

と
い
う
点て

ん

に
、
対た

い

等と
う

の
文ぶ

ん

明め
い

国こ
く

と
し
て
ス
ペ
イ
ン
と
交こ

う

渉し
ょ
うし
よ

う
と
い
う
政ま

さ

宗む
ね

の
自じ

負ふ

が
窺う

か
が
え
る
。

　
ソ
テ
ロ
と
と
も
に
使し

節せ
つ

と
し
て
選え

ら

ば
れ
た
支は

せ

倉く
ら

常つ
ね

長な
が

は
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

に
重

じ
ゅ
う

用よ
う

さ
れ
て
い
た
家か

臣し
ん

で
、
戦せ

ん

国ご
く

の
争あ

ら
そい
の
中な

か

で
は
、

敵て
き

方が
た

へ
の
密み

っ

使し

を
務つ

と

め
、
相あ

い

手て

方が
た

の
武ぶ

将し
ょ
うの
一ひ

と

人り

を
味み

方か
た

に
つ

け
て
戦せ

ん

局き
ょ
くを
有ゆ

う

利り

に
導み

ち
び
く
な
ど
、
政せ

い

治じ

力り
ょ
く、
統と

う

率そ
つ

力り
ょ
くに
優す

ぐ

れ

た
武ぶ

将し
ょ
うで
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

教
き
ょ
う

皇こ
う

の
要よ

う

望ぼ
う

で
描か

か
れ
た
常つ

ね

長な
が

の
肖

し
ょ
う

像ぞ
う

画が

が
ロ
ー
マ
郊こ

う

外が
い

の

ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
宮み

や

に
残の

こ

っ
て
い
る
。
美び

術じ
ゅ
つ

史し

の
大た

い

家か

・
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

氏し

は
こ
う
評ひ

ょ
うし
て
い
る
。

　
何な

ん

と
忍に

ん

耐た
い

強つ
よ

そ
う
な
、
し
か
し
気き

負お

っ
た
と
こ
ろ
の
な
い
、

正し
ょ
う

直じ
き

な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
武ぶ

士し

が
描か

か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

恐お
そ

れ
も
羞

し
ゅ
う

恥ち

心し
ん

も
な
い
、
ま
さ
に
あ
り
の
ま
ま
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うと
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
何な

ん

と
丹た

ん

念ね
ん

に
白し

ろ

い
絹き

ぬ

地ち

と
笹さ

さ

や
鹿し

か

な
ど
の
模も

様よ
う

が
描か

か
れ
て
い
る
こ
と
か
。
腰こ

し

の
刀か

た
なの
鍔つ

ば

に
も
ま

た
、
伊だ

達て

家け

の
九く

曜よ
う

紋も
ん

が
き
っ
ち
り
と
描か

か
れ
て
い
る
。［
２
，　

１
９
９
］

　

そ
の
忍に

ん

耐た
い

強つ
よ

い
、
気き

負お

っ
た
と
こ
ろ
の
な
い
正

し
ょ
う

直じ
き

な
日に

本ほ
ん

の

武ぶ

士し

と
し
て
、
常つ

ね

長な
が

は
７
年ね

ん

に
渡わ

た

る
地ち

球き
ゅ
うを
半は

ん

周し
ゅ
うす
る
主し

ゅ

命め
い

の
旅た

び

を
完か

ん

遂す
い

し
た
の
で
あ
る
。

　

１
６
１
３
（
慶け

い

長ち
ょ
う１
８
）
年ね

ん

１
０
月が

つ

２
８
日に

ち

に
月つ

き

浦う
ら

を
出で

た
使し

節せ
つ

船せ
ん

は
、
ち
ょ
う
ど
３
ヶ
月げ

つ

か
け
て
太た

い

平へ
い

洋よ
う

を
横お

う

断だ
ん

し
、

翌よ
く

年と
し

１
月が

つ

２
８
日に

ち

に
メ
キ
シ
コ
・
ア
カ
プ
ル
コ
港こ

う

に
入は

い

っ
た
。

メ
キ
シ
コ
で
は
ス
ペ
イ
ン
の
副ふ

く

王お
う

が
、
南な

ん

北ぼ
く

ア
メ
リ
カ
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
統と

う

治ち

し
て
い
た
。
到と

う

着ち
ゃ
くの
様よ

う

子す

を
ス
ペ
イ
ン
側が

わ

の
記き

録ろ
く

は
こ
う
記き

述じ
ゅ
つし
て
い
る
。

　
王お

う

家け

の
紋も

ん

章し
ょ
うを
付つ

け
、
輝か

が
やく
ば
か
り
に
壮そ

う

麗れ
い

な
船ふ

ね

が
、
ロ
ー

マ
教

き
ょ
う

皇こ
う

聖せ
い

下か

と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
ペ
イ
ン
国こ

く

王お
う

陛へ
い

下か

の
も
と
へ

向む

か
う
日に

本ほ
ん

か
ら
の
大た

い

使し

た
ち
を
乗の

せ
て
ア
カ
プ
ル
コ
港こ

う

に
姿

す
が
た

を
現あ

ら
わし
た
時と

き

、
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

や
港こ

う

湾わ
ん

管か
ん

理り

長ち
ょ
う

官か
ん

た
ち
は
、
使し

節せ
つ

の

肩か
た

書が
き

に
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ
し
て
、
で
き
る
だ
け
手て

厚あ
つ

く
も
て
な
す
こ

と
に
し
た
。

　

船ふ
ね

が
近ち

か

付づ

い
て
和わ

平へ
い

の
し
る
し
に
た
く
さ
ん
の
号ご

う

砲ほ
う

を
鳴な

ら
す
と
、
港み

な
とで
も
号ご

う

砲ほ
う

を
盛さ

か

ん
に
鳴な

ら
し
、
大お

お

勢ぜ
い

の
火ひ

縄な
わ

銃
じ
ゅ
う

兵へ
い

も
同お

な

じ
こ
と
を
し
始は

じ

め
た
。［
１
，　
ｐ
９
９
］

　
「
王お

う

家け

の
紋も

ん

章し
ょ
う」
と
は
使し

節せ
つ

船せ
ん

の
船せ

ん

尾び

に
飾か

ざ

ら
れ
た
伊だ

達て

家け

の
九く

曜よ
う

紋も
ん

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

が
、
こ
れ
か
ら
一い

っ

行こ
う

の

立た

ち
寄よ

る
各か

く

都と

市し

で
繰く

り
返か

え

さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
陰か

げ

に
は
政ま

さ

宗む
ね

や
常つ

ね

長な
が

、
ソ
テ
ロ
の
冷れ

い

徹て
つ

な
計け

い

算さ
ん

が
あ
っ
た
と
思お

も

わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
両

り
ょ
う

国こ
く

は
、
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

に
も
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
も
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
に
追お

い
上あ

げ
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
ロ
ー
マ
教

き
ょ
う

皇こ
う

か
ら
見み

れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
プ
ロ
テ
ス

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
メ
キ
シ
コ
と
の
交こ

う

易え
き

タ
ン
ト
に
負ま

け
つ
つ
あ
る
と
い
う
事こ

と

だ
っ
た
。
そ
ん
な
時と

き

に
、

地ち

球き
ゅ
うの
裏う

ら

側が
わ

の
、
そ
れ
も
大お

お

船ぶ
ね

を
自じ

力り
き

で
作つ

く

れ
る
ほ
ど
の
文ぶ

ん

明め
い

国こ
く

が
、
通つ

う

商し
ょ
うと
布ふ

教き
ょ
うを
求も

と

め
て
使し

節せ
つ

を
送お

く

り
込こ

ん
で
き
た

の
で
あ
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
国こ

く

王お
う

、
ロ
ー
マ
教

き
ょ
う

皇こ
う

、
そ
し
て
貴き

族ぞ
く

階か
い

級き
ゅ
うか
ら
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

ま
で
が
熱ね

っ

狂き
ょ
う

的て
き

に
常つ

ね

長な
が

一い
っ

行こ
う

を
歓か

ん

迎げ
い

し
た
の
は
当と

う

然ぜ
ん

だ
ろ
う
。
冒ぼ

う

頭と
う

に
述の

べ
た
ロ
ー
マ
で
の
歓か

ん

迎げ
い

ぶ
り
は
そ
の
現あ

ら
わ
れ

で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
ソ
テ
ロ
と
い
う
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会か

い

の
宣せ

ん

教き
ょ
う

師し

を
も
う

一ひ
と

人り

の
使し

節せ
つ

と
し
た
事こ

と

も
優す

ぐ

れ
た
手て

で
あ
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

布ふ

教き
ょ
うの
独ど

く

占せ
ん

を
崩く

ず

さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会か

い

は
「
使し

節せ
つ

は

単た
ん

な
る
一い

ち

地ち

方ほ
う

の
領

り
ょ
う

主し
ゅ

か
ら
の
も
の
だ
」
と
か
、「
布ふ

教き
ょ
うを
求も

と

め
る
の
は
見み

せ
か
け
で
、貿ぼ

う

易え
き

だ
け
が
真ま

こ
との
狙ね

ら

い
だ
」
な
ど
と
、

ス
ペ
イ
ン
や
ロ
ー
マ
で
盛さ

か

ん
に
陰か

げ

口ぐ
ち

を
叩た

た

い
た
が
、
対た

い

立り
つ

す
る

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会か

い

は
自じ

派は

の
宣せ

ん

教き
ょ
う

師し

ソ
テ
ロ
が
加く

わ

わ
っ
て
い
た

だ
け
に
、
一い

っ

行こ
う

を
熱ね

っ

心し
ん

に
保ほ

護ご

、
支し

援え
ん

し
た
の
で
あ
る
。

　
メ
キ
シ
コ
の
副ふ

く

王お
う

に
対た

い

し
て
、
常つ

ね

長な
が

と
ソ
テ
ロ
は
今こ

ん

回か
い

の
使し

節せ
つ

派は

遣け
ん

の
目も

く

的て
き

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

し
た
。

・
メ
キ
シ
コ
交こ

う

易え
き

の
実じ

つ

現げ
ん

は
日に

本ほ
ん

に
折せ

っ

衝し
ょ
うを
強つ

よ

め
る
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
の
勢せ

い

力り
ょ
く

拡か
く

大だ
い

を
阻そ

止し

す
る
効こ

う

力り
ょ
くが
あ
る
。

・
日に

本ほ
ん

側が
わ

が
造ぞ

う

船せ
ん

す
る
場ば

合あ
い

は
経け

い

費ひ

を
負ふ

担た
ん

す
る
た
め
、
ス
ペ

イ
ン
側が

わ

の
出

し
ゅ
っ

費ぴ

の
軽け

い

減げ
ん

に
つ
な
が
る
。

・
メ
キ
シ
コ
が
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
日に

っ

本ぽ
ん

産さ
ん

水す
い

銀ぎ
ん

の
安あ

ん

価か

で
大た

い

量り
ょ
うの
輸ゆ

入に
ゅ
うが
可か

能の
う

に
な
る
。

・
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

禁き
ん

圧あ
つ

が
進し

ん

行こ
う

す
る
現げ

ん

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

で
、
こ
の
交こ

う

渉し
ょ
うが
実み

を
結む

す

ん
だ
場ば

合あ
い

に
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会か

い

ば
か
り
で
な

い
他た

宗し
ゅ
う

派は

へ
の
厚こ

う

遇ぐ
う

と
恩お

ん

恵け
い

の
供

き
ょ
う

与よ

が
約や

く

束そ
く

さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
貿ぼ

う

易え
き

面め
ん

、
布ふ

教き
ょ
う

面め
ん

で
の
ス
ペ
イ
ン
側が

わ

の
メ
リ
ッ

ト
を
き
わ
め
て
実じ

つ

利り

的て
き

、
論ろ

ん

理り

的て
き

に
説と

い
て
い
る
。
こ
れ
は
ソ

テ
ロ
の
ス
ペ
イ
ン
側が

わ

の
実じ

つ

情じ
ょ
うに
関か

ん

す
る
知ち

識し
き

を
基も

と

に
、
常つ

ね

長な
が

の

相あ
い

手て

の
心し

ん

理り

を
洞ど

う

察さ
つ

す
る
鋭す

る
どさ
が
現あ

ら
われ
た
交こ

う

渉し
ょ
うぶ
り
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上う

え

で
、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

が
メ
キ
シ
コ
副ふ

く

王お
う

に
誓せ

い

願が
ん

し
て
い
る
の
は
、

同ど
う

地ち

か
ら
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
へ
向む

か
う
旅た

び

の
庇ひ

護ご

と
支し

援え
ん

で

あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
地ち

の
滞た

い

在ざ
い

費ひ

と
次つ

ぎ

の
目も

く

的て
き

地ち

ま

で
の
旅り

ょ

費ひ

は
、
そ
の
都つ

度ど

、
滞た

い

在ざ
い

地ち

の
支し

援え
ん

に
頼た

よ

ら
ざ
る
を

得え

な
い
か
ら
で
あ
る
。
逆ぎ

ゃ
くに
言い

え
ば
、
一い

っ

行こ
う

は
各か

く

地ち

に
お
い
て

「
庇ひ

護ご

と
支し

援え
ん

」
を
受う

け
る
こ
と
に
成せ

い

功こ
う

し
つ
つ
、
メ
キ
シ
コ

か
ら
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
ー
マ
ま
で
辿た

ど

り
着つ

い
た
と
い
う
事こ

と

に
な
る
。

　

常つ
ね

長な
が

は
、
訪お

と
ず
れ
る
各か

く

地ち

の
人ひ

と

々び
と

に
強

き
ょ
う

烈れ
つ

な
印い

ん

象し
ょ
うを
残の

こ

し
た
。

そ
の
人じ

ん

品ぴ
ん
へ
の
賛さ

ん

美び

が
、
そ
こ
か
し
こ
で
語か

た

ら
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
国こ

く

王お
う

か
ら
「
大た

い

使し

は
ロ
ー
マ
に
赴お

も
む
く

の
か
」
と
質し

つ

問も
ん

さ
れ
た
時と

き

に
、
常つ

ね

長な
が

は
「
そ
の
旅た

び

に
出で

る
た
め

に
陛へ

い

下か

の
お
許ゆ

る

し
と
命め

い

令れ
い

を
待ま

つ
の
み
で
す
」
と
答こ

た

え
た
。
こ

ん
な
返へ

ん

事じ

を
さ
れ
て
、
喜よ

ろ
こ
ば
な
い
人に

ん

間げ
ん

は
い
な
い
。
国こ

く

王お
う

は
、

既す
で

に
命め

い

令れ
い

は
発は

っ

し
た
旨む

ね

を
返へ

ん

答と
う

し
、
常つ

ね

長な
が

は
国こ

く

王お
う

の
手て

に
感か

ん

謝し
ゃ

の
口く

ち

づ
け
を
捧さ

さ

げ
た
の
で
あ
る
。

　

常つ
ね

長な
が

は
７
年ね

ん

か
け
て
地ち

球き
ゅ
う

を
半は

ん

周し
ゅ
うし
、

　
　
　
　
　
メ
キ
シ
コ
と
欧お

う

州し
ゅ
う

各か
く

地ち

で
熱ね

っ

狂き
ょ
う

的て
き

な
歓か

ん

迎げ
い

を
受う

け
た
。

　

国こ
く

王お
う

は
さ
ら
に
ロ
ー
マ
教

き
ょ
う

皇こ
う

に
書し

ょ

簡か
ん

を
送お

く

り
、
一い

っ

行こ
う

は
確た

し

か

な
使し

節せ
つ

で
あ
り
、
自じ

分ぶ
ん

が
便べ

ん

宜ぎ

を
与あ

た

え
た
こ
と
、
教

き
ょ
う

皇こ
う

が
大お

お

い
な
る
慈じ

愛あ
い

と
寛か

ん

容よ
う

を
も
っ
て
使し

節せ
つ

を
受う

け
入い

れ
て
い
た
だ
き

た
い
旨む

ね

を
記し

る

し
て
い
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
で
国こ

く

王お
う

に
次つ

ぐ
実じ

つ

力り
ょ
く

者し
ゃ

の
レ
ル
マ
公こ

う

は
「
大た

い

使し

の

物も
の

腰ご
し

か
ら
自お

の

ず
と
発は

っ

せ
ら
れ
る
精せ

い

神し
ん

の
輝か

が
や
き
と
思し

慮り
ょ

深ぶ
か

さ
を
、

絶た

え
間ま

な
く
看か

ん

取し
ゅ

し
て
お
り
、
近き

ん

年ね
ん

世せ

界か
い

最さ
い

果は

て
の
地ち

か
ら

使し

節せ
つ

が
訪ほ

う

問も
ん

す
る
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
国こ

く

王お
う

の
王お

う

冠か
ん

に
と
っ
て
大お

お

き
な
僥

ぎ
ょ
う

倖こ
う

で
あ
る
」
と
再さ

い

三さ
ん

繰く

り
返か

え

し
た
。

　
マ
ド
リ
ッ
ド
を
発た

っ
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
へ
の
途と

上じ
ょ
う、
サ
ラ
ゴ
サ

で
は
同ど

う

地ち

の
副ふ

く

王お
う

の
宮

き
ゅ
う

殿で
ん

で
豪ご

う

華か

な
も
て
な
し
を
受う

け
た
が
、

そ
の
後ご

の
懇こ

ん

談だ
ん

が
２
時じ

間か
ん

も
続つ

づ

い
た
。
そ
こ
で
は
常つ

ね

長な
が

は
す
べ

て
の
質し

つ

問も
ん

に
お
い
て
的て

き

確か
く

な
返へ

ん

答と
う

を
行

お
こ
な
っ
た
た
め
、
副ふ

く

王お
う

は
彼か

れ

の
賢け

ん

明め
い

さ
と
優ゆ

う

秀し
ゅ
うさ
に
驚

き
ょ
う

嘆た
ん

し
た
と
い
う
。

　
ロ
ー
マ
で
常つ

ね

長な
が

を
描か

い
た
油

あ
ぶ
ら

絵え

が
、「
何な

ん

と
忍に

ん

耐た
い

強つ
よ

そ
う
な
、

し
か
し
気き

負お

っ
た
と
こ
ろ
の
な
い
、
正

し
ょ
う

直じ
き

な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
武ぶ

士し

」

と
し
て
描か

か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
常つ

ね

長な
が

の
人じ

ん

格か
く

か
ら
受う

け
た
感か

ん

銘め
い

を
表あ

ら
わし
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

類た
ぐ

い
希ま

れ

な
戦せ

ん

略り
ゃ
くと
人じ

ん

品ぴ
ん

、
そ
し
て
７
年ね

ん

を
か
け
て
地ち

球き
ゅ
うを

半は
ん

周し
ゅ
うす
る
粘ね

ば

り
強づ

よ

さ
で
、
常つ

ね

長な
が

は
元げ

ん

和な

６
（
１
６
２
０
）
年ね

ん

９
月が

つ

に
仙せ

ん

台だ
い

に
帰き

還か
ん

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
使し

節せ
つ

と
し
て
の
直

ち
ょ
く

接せ
つ

的て
き

な
成せ

い

果か

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
日に

本ほ
ん

で
は
徳と

く

川が
わ

幕ば
く

府ふ

が

キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

禁き
ん

制せ
い

を
強つ

よ

め
つ
つ
あ
る
様よ

う

子す

が
伝つ

た

え
ら
れ
、
ス
ペ

イ
ン
国こ

く

王お
う

も
大お

お

手て

を
振ふ

っ
て
日に

本ほ
ん

と
の
通つ

う

商し
ょ
うを
許ゆ

る

せ
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで

は
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

同ど
う

時じ

に
、
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン

ダ
を
両

り
ょ
う

天て
ん

秤び
ん

に
か
け
て
い
た
家い

え

康や
す

が
亡な

く
な
り
、
２
代だ

い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

秀ひ
で

忠た
だ

は
完か

ん

全ぜ
ん

に
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
側が

わ

に
つ
い
て
い
た
。
ス

ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
経け

い

済ざ
い

も
文ぶ

ん

化か

も
衰す

い

退た
い

す
る
中な

か

で
、
布ふ

教き
ょ
うは
せ
ず
に
交こ

う

易え
き

だ
け
を
求も

と

め
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国こ

く

が
あ
れ

ば
、
日に

本ほ
ん

と
し
て
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
に
も
常つ

ね

長な
が

一い
っ

行こ
う

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

は

届と
ど

い
て
い
た
。
一い

っ

行こ
う

が
ス
ペ
イ
ン
に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
時じ

点て
ん

で
、「
大た

い

使し

は
国こ

く

王お
う

と
教

き
ょ
う

皇こ
う

に
２
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

レ
ア
ル
以い

上じ
ょ
うに
見み

積つ

も
ら
れ
る
豪ご

う

華か

な
贈お

く

り
物も

の

を
携た

ず
さ
え
て
き
た
」
と
驚お

ど
ろ
く
報ほ

う

告こ
く

が
、
イ
ギ
リ
ス
の

国こ
く

務む

大だ
い

臣じ
ん

に
寄よ

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
常つ

ね

長な
が

ら
の
行こ

う

程て
い

を
記き

録ろ
く

し
た
書し

ょ

物も
つ

が
、
そ
の
帰き

国こ
く

前ま
え

の
１
６
１
７
年ね

ん

に
ド
イ
ツ
語ご

訳や
く

ま
で
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
て
い
る
。

日に

本ほ
ん

か
ら
の
使し

節せ
つ

到と
う

着ち
ゃ
くは
、
当と

う

時じ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全ぜ

ん

体た
い

を
驚お

ど
ろ
か

せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

自み
ず
か
ら
大お

お

船ぶ
ね

を
造つ

く

り
、
こ
れ
ほ
ど
の
豪ご

う

華か

な
贈お

く

り
物も

の

を
携た

ず
さ
え

た
大た

い

使し

を
送お

く

り
込こ

む
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

力り
ょ
くを
、
欧お

う

州し
ゅ
う

諸し
ょ

国こ
く

は
畏い

怖ふ

の

念ね
ん

を
も
っ
て
知し

っ
た
で
あ
ろ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
は
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

易え
き

を
長な

が

崎さ
き

で
の
み
許ゆ

る

さ
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
オ
ラ
ン
ダ
船せ

ん

は
各か

く

地ち

で
海か

い

賊ぞ
く

行こ
う

為い

を
行お

こ
ない
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
武ぶ

力り
ょ
くで
攻せ

め
立た

て
た
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
３
百

び
ゃ
く

年ね
ん

も
圧あ

っ

政せ
い

を
続つ

づ

け
た
事こ

と

を
見み

れ
ば
、

オ
ラ
ン
ダ
が
平へ

い

和わ

的て
き

な
国く

に

で
あ
る
と
は
到と

う

底て
い

、
言い

え
な
い
。

　

そ
の
オ
ラ
ン
ダ
で
す
ら
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

易え
き

で
、
大

お
と
な

人
し
く
長な

が

崎さ
き

の
出で

島じ
ま

に
閉と

じ
こ
も
っ
て
日に

本ほ
ん

の
ル
ー
ル
に
従

し
た
が
っ
て
い
た
と
い
う

事こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

力り
ょ
くに
畏い

怖ふ

の
念ね

ん

を
持も

っ
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
畏い

怖ふ

の
形け

い

成せ
い

に
、
常つ

ね

長な
が

の
渡と

欧お
う

が
与

あ
ず
か
っ
て

い
た
こ
と
は
想そ

う

像ぞ
う

に
難か

た

く
な
い
。
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常つ
ね

長な
が

の
渡と

欧お
う

は
、
大だ

い

航こ
う

海か
い

時じ

代だ
い

に
世せ

界か
い

を
我わ

が
物も

の

顔が
お

で
闊か

っ

歩ぽ

し
て
い
た
西せ

い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

に
対た

い

す
る
非ひ

西せ
い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

か
ら
の
反は

ん

抗こ
う

の
最さ

い

初し
ょ

の
狼の

煙ろ
し

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
白は

く

人じ
ん

世せ

界か
い

に
対た

い

す
る
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
反は

ん

撃げ
き

と
な
っ
た
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

と
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

の
先さ

き

駆が

け
と

も
言い

え
る
地ち

球き
ゅ
う

史し

的て
き

事じ

件け
ん

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

４
．「
忍に

ん

耐た
い

強つ
よ

そ
う
な
、

         

気き

負お

っ
た
と
こ
ろ
の
な
い

         

正し
ょ
う

直じ
き

な
日に

本ほ
ん

の
武ぶ

士し

」

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．　

濱は
ま

田だ

直な
お

嗣つ
ぐ

『
政ま

さ

宗む
ね

の

夢ゆ
め

常つ
ね

長な
が

の
現う

つ
つ

―
慶け

い

長ち
ょ
う

使し

節せ
つ

四よ
ん

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

』、
Ｈ
２
４
、　

河か

北ほ
く

選せ
ん

書し
ょ

２
．　

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

『
支は

せ

倉く
ら

常つ
ね

長な
が

―
武ぶ

士し

、
ロ
ー
マ
を
行こ

う

進し
ん

す
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日に

本ほ
ん

評
ひ
ょ
う

伝で
ん

選せ
ん

、
Ｈ
１
９

６
．
常つ

ね

長な
が

と
ソ
テ
ロ
の
交こ

う

渉し
ょ
う

ぶ
り

８
．
地ち

球き
ゅ
う
史し

的て
き

偉い

業ぎ
ょ
う

支は
せ

倉く
ら　

常つ
ね

長な
が

支
はせ

倉
くら

　常
つね

長
なが

５
．
熱ね

っ

狂き
ょ
う

的て
き

な
歓か

ん

迎げ
い

７
．「
大た

い

使し

の
物も

の

腰ご
し

か
ら
自お

の

ず
と

         

発は
っ

せ
ら
れ
る
精せ

い

神し
ん

の
輝か

が
や

き

         

と
思し

慮り
ょ

深ふ
か

さ
」
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Premiê do Japão faz 
pronunciamento na sessão da 
Assembleia Geral da ONU

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Primeiro - ministro (21/09/2017)

O primeiro-ministro 
do Japão, Shinzo Abe, 
conclamou países a im-
plementarem de maneira 
firme e total as resoluções 
do Conselho de Seguran-
ça das Nações Unidas so-
bre a Coreia do Norte. Na 
quarta-feira, ele discursou 
na sessão da Assembleia 
Geral da ONU, em Nova 
York.
Abe iniciou seu pronun-
ciamento afirmando que 
existe uma ampla gama 

de questões a ser mencio-
nadas, mas que não tinha 
outra opção a não ser fo-
car na Coreia do Norte.
O premiê japonês decla-
rou que armas nucleares 
norte-coreanas ou já são 
ou estão prestes a se tor-
nar bombas de hidrogê-
nio, e que o meio de lan-
çá-las serão, mais cedo ou 
mais tarde, mísseis balís-
ticos intercontinentais.
Shinzo Abe declarou que 
não foi, de modo algum, a 

falta de diálogo que origi-
nou essa situação.
Ele lembrou que a Coreia 
do Norte não abandonou 
seus programas nuclear e 
de mísseis por meio das 
conversações entre seis 
partes e de outros esforços 
em prol do diálogo com 
Pyongyang.
Abe ressaltou que o que é 
necessário fazer não é dia-
logar e, sim, pressionar.
Shinzo Abe lembrou ain-
da que, em novembro, se-

O governo da Coreia 
do Sul aprovou plano de 
concessão de 8 milhões 
de dólares em ajuda hu-
manitária para a Coreia 
do Norte por intermédio 
de agências da ONU. 
Opositores argumentam 
que o plano poderá tornar 
contraproducentes esfor-
ços internacionais para 

rão completados 40 anos 
desde que uma menina 
japonesa chamada Megu-
mi Yokota foi sequestrada 
pela Coreia do Norte.
Por último, o premiê ja-
ponês conclamou todos 
os países-membros da 
ONU que assegurem a 
implementação de ma-
neira firme e total das re-
soluções do Conselho de 
Segurança.

Coreia do Norte (21/09/2017)

Coreia do Sul vai conceder 
ajuda de US$ 8 milhões à 
Coreia do Norte

exercer pressão sobre 
Pyongyang.
O Ministério da Unifi-
cação, em Seul, tomou a 
decisão nesta quinta-feira 
em reunião sobre projetos 
intercoreanos.
O titular da pasta, Cho 
Myoung-gyon, declarou 
que ajuda humanitária 
para a população norte-

coreana precisa ser tra-
tada separadamente de 
questões políticas.
O auxílio incluirá ali-
mentos e provisões 
médicas. Será conce-
dido por intermédio do 
Programa Mundial de 
Alimentos e do Unicef.
O Ministério da Unifi-
cação informou que o 
momento de concessão 
da ajuda será decidido 
com base na situação 
em torno da Coreia do 
Norte.
Na tentativa de con-
seguir entendimento a 
respeito, o presidente 
sul-coreano, Moon Jae
-in, citou o fato de que 
ajuda também foi con-
cedida na presidência 
conservadora de Park 
Geun-gye.
Partidos de oposição 
manifestam receios 
de que a ajuda venha 
a prejudicar esforços 
internacionais para 
exercer pressão sobre 
Pyongyang.

Líder norte-coreano promete tomar 
“medida linha dura” contra EUA

Coreia do Norte (22/09/2017)

O líder norte-coreano 
Kim Jong Un prometeu 
considerar o “mais alto ní-
vel de medida linha dura 
na história” em resposta 
ao discurso proferido pelo 
presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 
na Assembleia Geral das 
Nações Unidas.
A declaração de Kim foi 
transmitida pela mídia es-
tatal da Coreia Norte na 
sexta-feira.
Falando na sede da ONU 
em Nova York, na terça-
feira, Trump alertou que, 
caso os Estados Unidos 
sejam forçados a se de-

fender ou mesmo os seus 
aliados, poderão “destruir 
totalmente” a Coreia do 
Norte.
Na declaração, Kim criti-
cou Trump por expressar 
abertamente na assem-
bleia das Nações Unidas a 
ideia antiética de que iria 
“destruir totalmente” um 
estado soberano.
O líder norte-coreano jus-
tificou o desenvolvimento 
nuclear e de mísseis do 
seu país dizendo que as 
observações de Trump o 
convenceram de que o ca-
minho escolhido por ele 
era correto.

Acrescentou que a Coreia 
do Norte vai seriamen-
te considerar em exercer 
“uma medida linha dura 
correspondente, do mais 
alto nível na história”.
Disse, também, que em 
nome da dignidade e hon-
ra do seu país e povo, ele 
fará com que Trump pa-
gue caro pelo seu discurso.
Por sua vez, o chanceler 
norte-coreano Ri Yong 
Ho, disse a repórteres em 
Nova York, que a declara-
ção de Kim Jong Un pode 
ter sugerido a condução 
de um teste de bomba de 
hidrogênio no Oceano Pa-
cífico.

Conselho de Segurança da ONU 
divide-se no que diz respeito ao 
modo de lidar com Coreia do Norte

Coreia do Norte (22/09/2017)

O Conselho de Seguran-
ça das Nações Unidas per-
manece dividido no que 
diz respeito a como lidar 
com o desenvolvimento 
nuclear e de mísseis da 
Coreia do Norte.
O conselho realizou uma 
reunião a nível ministerial 
na quinta-feira nos basti-
dores da Assembleia Geral 
das Nações Unidas.
Os Estados Unidos e o Ja-
pão querem elevar o nível 
de pressão contra a Coreia 
do Norte, enquanto a Chi-

na e a Rússia enfatizam a 
importância de realizar di-
álogos.
Rex Tillerson, secretá-
rio do Estado do governo 
americano, disse que as 
provocações da Coreia do 
Norte vão somente forta-
lecer os esforços da comu-
nidade internacional para 
interromper tais atos.
Wang Yi, chanceler da 
China, disse que sanções 
e pressão são importantes, 
mas não vão resolver to-
dos os problemas. Acres-

centou que diálogos e 
negociações vão prover 
soluções fundamentais, 
mas impor somente 
sanções poderá provo-
car confrontos.
Vassily Nebenzia, em-
baixador da Rússia nas 
Nações Unidas, afirmou 
que soluções políticas e 
diplomáticas não po-
dem ser obtidas sem di-
álogos, que ofereceriam 
segurança para todas as 
nações do nordeste da 
Ásia.

U ma equipe japonesa 
de assistência em desas-
tres viajou para o México 
com a missão de colabo-
rar nos esforços de busca 
e resgate de vítimas do 
terremoto com magnitude 
de 7,1 graus que sacudiu 
o país na terça-feira.
Partiu nesta quinta-feira 
de um aeroporto próximo 

Terremoto no México (21/09/2017)

Japão envia equipe de 
emergência ao México

a Tóquio a equipe forma-
da por cerca de 70 espe-
cialistas em emergências, 
que conta com pessoal da 
Agência Nacional de Po-
lícia e da Agência de Co-
operação Internacional do 
Japão (Jica).
O embaixador do México, 
Carlos Almada, manifes-
tou apreço pela assistên-

cia do Japão. Disse que 
as duas nações com-
partilham uma história 
de auxílio mútuo.
O chefe da missão res-
saltou que, na chegada 
da equipe ao Méxi-
co, terão se passado 
48 horas . Toshihide 
Kawasaki afirmou que 
seus integrantes farão 
o máximo de esforço 
para localizar o maior 
número possível de so-
breviventes. O plano é 
permanecer por cerca 
de dez dias no país.
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